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１００年来の謎に“光”　埼大など世界初発見
「白色矮星も宇宙線起源」

　

　終末期を迎えた恒星「白色矮星（はくしょくわいせい）」からも自転に伴うパルス状のエック
ス線が放射されていることを、世界で初めて埼玉大学や宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）の研
究グループが発見し、十七日発表した。白色矮星も地上に降り注ぐ高エネルギー粒子「宇宙線」
の起源である可能性が高いことを示す観測結果で、研究グループは「謎の多かった宇宙線の起源
の解明に迫る発見」としている。

　宇宙線は宇宙空間を飛び交う高エネルギー粒子のことで、
地球にも飛来。一グラムあれば日本全体が一年間に必要なエ
ネルギー量を賄えるほどで、一九一二年に発見されたにもか
かわらず、どこでどのように生成されているかは明確でな
い。

　高速で回転し、粒子を光速近くまで加速する中性子星パル
サーなどが宇宙線の発生場所とされてきたが、数が少なく、
すべての宇宙線の発生場所と考えることは疑問視されてき
た。

　埼玉大大学院理工学研究科の寺田幸功准教授（宇宙物理
学）を中心とする研究グループは、これまで注目されていな
かった白色矮星の中で、磁場の強い「みずがめ座ＡＥ星」

を、天文衛星「すざく」で二〇〇五年と〇六年の十月に二回観測した。

　その結果、「みずがめ座ＡＥ星」の自転周期（三十三秒）に合わせたエネルギーの高い電磁波
「硬エックス線」の信号を確認した。そのエックス線のエネルギー分布の様子が宇宙線の発生場
所とされてきた中性子星パルサーの信号と似ているという。

　恒星の三つに一つは白色矮星といわれており、寺田准教授は「中性子星よりも数が多く、今後
さらに研究を続けていけば宇宙線の起源を説明できる」と期待している。

　同グループは四月にも論文誌「日本天文学会欧文報告」に研究結果を発表する予定だ。
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